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１ 動機・目的 
  簡易地図の作成や測量について学びたいと思い、阿蘇で行われた研修に参加した。測量の方法
を理解し、実際に測量する技術を身につけることを目的として活動を行った。 

２ 平板測量 
  原点から計測地点までの距離と方向を計測して簡 
易的な地図を作製する。 
(1) 場所…仙酔峡の駐車場（２班で計測） 
(2) 使用器具…平板、アリダード、巻き尺、求心器 
(3) 結果(Google Map画像との比較) 

      青線：アリダード使用 赤線：アリダードなし 
    Ａ班とＢ班ともにアリダードで計測した箇所は 

ずれが少ない一方、直接アリダードで計測せず、 
隣接する線からの長さのみを計測して縮尺に合わせた右下と左中央の建物のずれが大きい。ま 
た、Ｂ班は左下の建物のずれが大きいが、ここもアリダードを使用しなかった箇所である。 

 (4) 考察 
点からの長さのみを測った箇所は、線との角度を考慮していなかったためずれが生じたと考 

えられる。１回の誤差を小さくするには器具を用いる必要があると考えた。また、時間短縮の 

ために点どうしが近い場所は目測でよいと考えた。  
３ 水準測量 
  ２地点間の高度差を累積し、高度を求める。 

(1) 場所…仙酔峡付近の仏舎利塔から東屋まで 
（２班で計測） 

(2) 使用器具…レベル、スタッフ 
(3) 結果（表１） 

理論値 86.5ｍに対し、測定値が 85.041ｍと 
なり、1.459ｍの差が出た。 

(4) 考察 
原因として、強風によりスタッフが揺れたこ 

とや目盛りの読み間違い、測量の回数不足が挙げられる。 

４ トランシットによる高度測量 
  測量地点から目標地の高度差を、三角比を用いて求める。 

 

 

 

 

(1) 測量地点…①国立阿蘇青少年交流 
の家（目標地点…鷲ヶ峰）、②宇土中 
高グラウンド（目標地点…付近の山） 

(2) 使用器具…トランシット、巻き尺 
(3) 結果（右表） 
(4) 考察 

測量失敗の理由として三角点と計測した地点の場所の高さのずれや角度の読み間違い、２地 

点間の計測ミス、目標点の誤認が挙げられる。改善点として複数人で角度を確認すること、測 

量したものは写真を撮り証拠を残しておくことが挙げられる。これらに留意して行った測量で 

は、最も理論値と近い値を出せた。（学校３）また、これにより２地点間の距離が大きくなるほ 

ど理論値と値が近くなることが分かり、少なくとも 100ｍ以上の距離を取るべきだと考えた。 
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Ａ班        Ｂ班 

表１ 水準測量の結果 

場所 α[°] β[°] ℓ[m] 測定値[m] 理論値[m] 

①阿蘇 14.944 144.482 43.7 349.1 699.2 

②学校１ 6.606 6.467 92 494 396.8 

②学校２ 6.706 6.606 33 295 396.8 

②学校３ 6.706 6.467 125 395 396.8 

 


